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ヒンドゥー教の催 しに主賓 として招かれたカパンギ大臣(中 央の眼鏡 をかけた男性2002年)

と
変
わ
ら
ぬ
ネ
パ
ー
ル

変わるネパール
みなみ ・まきと1961年 、札幌生 まれ。筑波大学大学院修了。専

門 は文化人類学、南アジア研究。主要共著/『 エスノ ・サイエン
ス』(京 大出版会2002年)、 『文化の生産』(ド メス出版1999

年)、 『ア ジア読本ネパール』(河 出書房新社1997年)な ど。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
暮
ら
す

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
行
く
末
は
、
世
界

の
均
質
化
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
。
コ
カ
コ

ー
ラ
や
ジ
ー
ン
ズ
と
そ
れ
を
消
費
す
る
生

活
ス
タ
イ
ル
。
最
近
で
は
携
帯
電
話
な
ど

世
界
中
で
目
に
し
な
い
国
は
な

い
。
だ
が
、

他
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
ほ
ど

「民

族
」

の
意
識
と
主
張
が
高
ま
り
、
宗
教
に

基
づ
く
紛
争
も
激
化
し
て
い
る
。
世
界
は

均
質
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ど
ん
ど
ん
個
別

化
し
、
細
分
化
し
そ
う
な
気
配
だ
。

ネ
パ
ー
ル
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
こ
に

は
政
府
が
公
認
す
る
だ
け
で
も
五
十
九
の

民
族
が
暮
ら
す
。
各
民
族
は

一
九
九
〇
年

の
民
主
化
後
、
次
々
に
民
族
団
体
を
組
織

し
、
優
遇
措
置
、
比
例
代
表
制
、
民
族
自

決
、
文
化
と
く
に
母
語

の
維
持

・
普
及
促

進
を
政
府
に
求
め
た
。
な
か
で
も

マ
ガ
ー

ル
人
の
協
会
の
活
動
は
急
進
的
だ

っ
た
。

一
九
九
七
年
、

マ
ガ
ー
ル
協
会
は
第
六

回
全
国
大
会
で
「
マ
ガ
ー
ル
仏
教
徒
宣
言
」

を
議
決
し
た
。
そ
の
含
意
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
僧
侶
ブ
ラ
ー
マ
ン

・
カ
ー
ス
ト
を
崇

め
、
か
し
つ
く
精
神

の
呪
縛
か
ら
解
放
さ

れ
る
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
を
下

位
に
位
置
づ
け
、
虐
げ
て
き
た
上
位
力
ー

ス
ト
に
、
お
布
施
で
支
援
す
る
の
か
。
こ
れ

ま
で
ブ
ラ
ー
マ
ン
に
頼

っ
て
き
た
人
生
儀

礼
を

マ
ガ
ー
ル
人

の
手
に
取
り
戻
さ
な
い

限
り
、
真
の
自
立
は
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
民
族
を
あ
げ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

(
1ー
カ

「民族」の復興 とある運動家の挫折

第5回

国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授

写

真

・文

南
真
木
人

ー
ス
ト
制
)
か
ら
離
脱
し
、
社
会
改
革
を
す

す
め
る
と

い
う

の
が
協
会
の
主
張
だ
。
そ

の
象
徴
的
な
実
践
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
国
民

的
行
事
と
さ
れ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
大
祭

ダ
サ
イ
ン
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

運
動
は
次
第
に
マ
ガ
ー
ル
人
の
問
に
浸

透
し
て
き
た
か
に
み
え
た
。
だ
が
、
二
〇

〇
二
年
の
ダ
サ
イ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
国

王
の
任
命
で
暫
定
内
閣
の
大
臣
に
就
任
し

た
、
当
時
の
マ
ガ
ー
ル
協
会
会
長
カ
パ
ン

ギ
氏
は
、
慣
例
ど
お
り
に
王
宮
を
訪
問
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神

の
再
生

と
さ
れ
る
国
王

の
手
か
ら
吉
祥
の
印
テ
イ

カ
を
額
に
受
け
た
。
早
速
メ
デ
ィ
ア
は
会

長

の
言
行
不

一
致
を
背
信
だ
と
非
難
し

た
。
彼
は

「私
は
マ
ガ
ー
ル
人
の
で
は
な

く
、
今
は
ネ
パ
ー
ル
人
の
大
臣
だ
。
国
家

の
文
化
に
従
う

の
は
当
然
だ
」
と
抗
弁
し

た
が
、
過
去
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
大
臣
が

任
期
中
国
王
か
ら
テ
イ
カ
を
受
け
取
ら
な

か

っ
た
例
が
あ
り
、
説
得
力
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
カ
パ
ン
ギ
氏
は
親
国
王
派

の
烙
印
を
押
さ
れ
信
望
を
失
く
し
た
。
今

年
三
月

マ
ガ
ー
ル
協
会
は
分
裂
し
、
彼
は

会
長
か
ら
失
脚
し
た
。
じ

つ
は
カ
パ
ン
ギ

氏
は
、
私

の
友
人
だ
け
に
複
雑
な
思

い
だ
。

大
臣
就
任

の
喜
び
に
浮
か
れ
、
国
王
の
テ

イ
カ
が

「踏
み
絵
」
で
あ
る
こ
と
に
思
い

至
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼

の
挫
折

は
民
族
運
動
の
難
し
さ
を
物
語
る
。
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